
最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

・「黒田ロス」後の日銀新体制
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日本のマネタリーベース:月末残高

（日本銀行券発行高+貨幣流通高+日銀当座預金）

2013年3月約146兆円）

「黒田ロス」後もマネタリーベースは急減出来ない
（単位：兆円）

2023年2月約651兆円
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FRBは物価見通しを誤った

・「誤算」後のパウエル方針

3/7・8の米議会証言でパウエルFRB議長はタカ派姿勢を強めた

理由→「インフレは「一過性」と当初見なしていたが誤りだった」と証言
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急激な円高（ドル安）の見方は後退

東京金融取引所が運営するFX（外国為替証拠金取引）では、日銀新体制を巡
る局面での建玉残高は概ね横ばい。
パウエル議長のタカ派姿勢から順張り追随（ドル買い円売り）が強まるか

●FX投資家のドル買い円売り建玉は減少せず

ドル買い円売りの建玉残高推移

・「後」の後を見据えるFX投資家

(千枚)
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出所：東京金融取引所「くりっく365」 作成：岡三証券 直近は3月9日時点

2月以降、ほぼ横ばい時
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米雇用統計3月10日金曜日22：30発表

2月失業率予想:3.4%（前回3.4％）
2月非農業部門雇用者数予想：+22.3万人（前回51.7万人）
2月平均時給 （前月比）予想：0.3％（前回0.3％）

（前年比）予想：4.8％（前回4.4％）

・米雇用統計

ポイント
平均時給など賃金の伸びが落ち着きを示せば、労働需給の弛緩

としてインフレ圧力低下につながる、との見方に

⇨3月14日の米国の2月消費者物価指数（CPI）の先行指標

⇨最終判断は3月21－22日のFOMC・・・。
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労働市場の逼迫、賃金インフレ上昇を知っていた？パウエル発言？

・「米雇用統計」後のドル円
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出所：Refinitiv 作成：岡三証券 3月10日午前6時時点（日本時間）

137.40（200日移動平均線）

134.80（週足一目均衡表雲上限）
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